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基礎物理Ａ≪学習到達目標≫

１）電気力と電場の関係を説明できる。

２）電位と静電エネルギーを説明できる。

３）ミクロな視点で電流を説明できる。

４）ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。

５）直線電流がつくる磁束密度を図を使って説明できる。



今日の授業の目的

◍ ２個の電荷に働く静電気力の向きを理解する。

◍ 電荷(電気量) 保存則．

◍原子の内部では，電子が原子核から電気力を受けながら運
動している．

◍ 物質が帯電する(電気を帯びる) 仕組みを理解する．

◍ 導体を流れる電流の担い手は自由電子である

第1回目 原子の構造と電気力



§1 クーロンの法則



◇ 静電気力

静電気を発生させてみよう。

どうしたら発生しますか？
２つの物をこすり合わせる

どうして静電気が発生したことが
分かりますか？

力が働くから

（テキスト p.2）

電気を持つこと＝ 帯電する
電気を帯びた物＝帯電体

電気には，正と負の２種類のものがある

正（＋）

負（－）

ストロー

ティッシュ 引き寄せられる



◇ 静電気力 （つづき） （テキスト p.2）

２個の帯電体の間で及ぼし合う力＝電気力，静電気力

同種の電気
の場合：

異種の電気
の場合：



◇ 電気量（電荷） （テキスト p.3）

電気をもっている物質＝電荷 電気の量＝電気量（電荷）

電気量の単位は ： C （クーロン）

電荷保存則

全く同じ金属球ならば

＋７C

Ｑ

電荷の総量（正の電荷と負の電荷の和）は，常に一定である

ー３C

Ｑ

何 C？

Ｑ Ｑ ＝Ｑ Ｑ

＋７C＋（ー３C）＝＋４C

＋２C ＋２C

Ｑ Ｑ



◇ 原子の構造

全ての物質は、多数の原子が
集まったもの。

原子は原子核と電子から
できている

原子核が原子の質量の大部分

電子は非常に軽い

（テキスト p.4）

電子が持つ負の電気量
C

：電気素量

原子核の電気量

：原子番号

＋８e

－e
電子

原子核



◇ 原子の構造（つづき）

原子は電気的に中性

原子番号 の原子を
考える。原子核の電荷は？
（電子素量eを用いて）

＋9e
中性な状態にある
原子に含まれる電子は何個？

原子核の＋ とバランスする
ので，原子番号と同じ 個の電
子が含まれる。

（テキスト p.4）

＋9e

－e
電子

原子核



◇ 原子の構造（つづき）

イオン
原子が電気を帯びた状態

陽イオン：正の電気を帯びた 陰イオン：負の電気を帯びた

（テキスト p.4～5）

電子は１０個

ネオン Ｎｅ

＋１０e

－e

＋９e

－e

＋１１e

－e

フッ素 Ｆ ﾅﾄﾘｳﾑ Ｎａフッ素イオン Ｆ
－

ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ Ｎａ
＋



◇ 導体と不導体

導体：電気を通しやすい 鉄Ｆｅ，銅Ｃｕ，アルミニウムＡｌ，など

不導体（絶縁体）：電気を通しにくい ゴム，紙，ガラス，など

（テキスト p.5～6）

不導体導体

自由電子は存在しない自由電子が存在する



◇ 物質が帯電するしくみ

２個の物質をこすり合わせると，
一方の物質に含まれる電子の一部が，もう一方の物質に移動

電子が奪われて不足した状態にある物質は， に帯電
電子が過剰にある物質は， に帯電

（テキスト p.6～7）

正
負

電子が不足 電子が過剰

正に帯電 負に帯電



◇ 物質が帯電するしくみ（つづき）

帯電した物資に何個の電子の過不足があるか？

（テキスト p.6～7）

(a) Cだけ正に帯電 (b) Cだけ負に帯電

個の電子が不足

C

個の電子を失った。



◇ 物質が帯電するしくみ（つづき）

帯電した物資に何個の電子の過不足があるか？

（テキスト p.6～7）

(a) Cだけ正に帯電 (b) Cだけ負に帯電

個の電子が・・・

C

個の電子を得た。

過剰



◇ 電流と自由電子
（テキスト p.7）

これらの電荷が一方向にそろって移動

⇒電気が流れる＝電流

不導体導体

自由電子は存在しない自由電子が存在する

物質内部を自由に動ける



◇ 電流と自由電子（つづき）
（テキスト p.7）

電流の向き ＝正の電荷が流れる向き

しかし，実際に流れている（移動している）のは・・・

電流

導体

電池

＋ －

導線断面Ｓ



◇ 電流と自由電子（つづき） （テキスト p.7）

自由電子は回路の中をぐるぐる回り続ける ：回路

導体

電流の担い手は自由電子（負電荷）。負電荷が流れている場合，

『電流の向きは負電荷の流れと逆向き』と定める。

＋ －
断面Ｓ

電流



・レポート問題（解答用紙付き）

を必ず持って帰ること




